
九州ブロックＧＡＰ推進シンポジウム開催要領

１ 趣旨
ＧＡＰは、農業における食品安全、環境保全、労働安全等の持続可能性を確保する
ための生産工程管理の取組であり、農林水産省では、国際水準ＧＡＰについて「ＧＡＰ
をする」と、ＧＡＰの取組を第三者が証明する「ＧＡＰ認証をとる」に分けて推進。
今回、農業者及び実需者の視点から見たＧＡＰについての事例発表により、双方の

ＧＡＰの理解度を深め、また、ＧＡＰパートナー企業と農業者等とのマッチングの場の
提供を通じたＧＡＰ認証取得の推進を図ることを目的として、「九州ブロックＧＡＰ推進
シンポジウム」を開催する。

２ 開催日時
令和３年１１月９日（火）１３：３０～１６：４５

３ 主催 九州農政局
０ 協力 九州バイオリサーチネット

４ 開催会場及び開催方法
（１）熊本地方合同庁舎Ａ棟１階共用会議室（熊本市西区春日２丁目１０－１）
（２）オンライン（Zoom）※後日、ウェブ会議参加用のURLを参加者へメールで連絡。

５ プログラム
【第１部】取組事例等の紹介（１３：３０～１５：２０）
（１）開会挨拶
（２）国際水準GAPの推進について 九州農政局
（３）株式会社セブン‐イレブン・ジャパン 商品本部長 青山 誠一 氏
（４）特定非営利活動法人ＧＡＰ総合研究所 専 務 理 事 武田 泰明 氏

（グランイート銀座社長兼任）
（５）株式会社鳥越ネットワーク 専務取締役 鳥越 耕輔 氏

【第２部】ＧＡＰパートナーとのマッチング(１５：３０～１６：４５）
（１）１～２分程度のPR（GAPパートナー及び国際水準GAP認証取得者）
※時間が限られていることから、事前にエントリーシートを作成・提出頂き、GAPパ
ートナーへ共有する。

（２）意見交換等
（３）後日、任意によるマッチング

６ 対象者
ＧＡＰに関心のある農業者、流通、食品、小売、消費者、行政関係者、報道関係者等
※第２部の対象者は、国際水準GAP認証（GLOBALG.A.P.、 ASIAGAP、JGAP）取
得者とGAPパートナーのみ。ただし、傍聴は可。

７ 定員
第１部:１８０名（来場９０名+オンライン(Zoom)９０名）、第２部:４０名（来場+オンライン）
※新型コロナウイルスの感染症の発生状況によっては、オンラインのみでの開催と

なり、来場をお断りする可能性があります。その場合は、E-mailにてご連絡致します。

８ 新型コロナウイルス対策
別添「イベント開催時の必要な感染防止策」に沿った対策を講ずる。






